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地域における過体重・肥満者を対象とした運動施設利用，

栄養指導による個別健康教育と介入効果の検討

筑西市（旧協和町）国保ヘルスアップモデル事業
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目的 国保ヘルスアップモデル事業の一環として，過体重・肥満者に対する地域における健康教

育の介入効果を検討する。

方法 茨城県協和町（現筑西市）において，1998年～2003年に基本健康診査を受診した35～60歳
の過体重・肥満者（BMI 25.0 kg/m2 以上）の中で，2004年 5 月の時点でも BMI 25.0 kg/m2

以上で 6 か月の介入に同意した155人（男61人女94人）（31％）を分析対象とした。対象者は

本人の希望を基に，高度介入群（栄養相談，月 1 回の個別健康相談，週 3 回の運動）59人，

中等度介入群（栄養相談，月 1 回の個別健康相談，週 1 回または自宅での運動）62人，対照

群（従来の保健事業のみ）34人の 3 群に分けた。メタボリックシンドロームの診断基準は 8
学会合同委員会基準に準じた。

成績 6 か月（5～10月）の介入にて追跡率は86％だった。介入前に両介入群（高度介入群，中

等度介入群）と対照群の間に生活習慣および身体状況の有意な差はほとんどなかった。各介

入群の運動施設利用回数は，高度介入群で平均6.4回/月，中等度介入群で平均1.9回/月であ

った。介入後，両介入群とも，食生活スコア，減塩スコア，脂質スコア，平均運動時間で有

意な改善を認めたが，対照群では有意な改善は認めなかった。体重は対照群では平均70.6
kg から70.9 kg（P＝0.84）と変化を認めなかったのに対し，高度介入群では平均71.4 kg か

ら69.5 kg（P＜0.0001），中等度介入群では平均69.5 kg から66.7 kg（P＜0.0001）と減少し

た。ウエストは対照群で平均91.0 cm から93.9 cm（P＜0.001）と増加したのに対し，高度介

入群で平均90.1 cm から90.0 cm（P＝0.29），中等度介入群で平均90.4 cm から88.7 cm（P＝
0.39）と有意な変化はなかった。メタボリックシンドロームの割合は対照群では介入前

18.2％から介入後40.0％（P＝0.01）と増加したが，高度介入群では15.3％から22.2％，中等

度介入群では21.0％から19.2％と有意な変化はなかった。

結論 過体重・肥満者に対する健康教育の介入効果により，体重減少およびメタボリックシンド

ロームの抑制が高度・中等度介入群いずれにおいても認められた。
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